
誘致・支援作品

S
T

O
R

Y

C AST

ホー・ミウケイ（何妙祺）

国際ロマンス詐欺団のアジトに警察が踏み込み、メンバーが一斉逮
捕される。被害者の一人であるアラフィフの産婦人科医ベロニカの
元に、女性刑事が事情聴取に訪れる。同じ頃、詐欺団の元"打ち子"ジ
ョーにも捜査の手が及ぶ。潤沢な資産を持つ52歳のベロニカと、携
帯料金の支払いもままならない26歳のジョー。共通項も接点もない
二人が、ともに別人になりすまし、マッチングアプリを介して繋がり、
予測不可能な恋愛模様を展開する。やがてジョーは、ベロニカの亡夫
との札幌旅行の思い出を知り、彼女を札幌へと誘い出すのだが――。
第43回香港電影金像奨6部門ノミネート、第61回台湾金馬奨2部門
ノミネート。社会問題化するロマンス詐欺を題材にしながら、笑いと
ときめき、温かな感動を呼び起こす上質なロマンチック・コメディ。
物語の鍵を握る街・札幌で、その恋の行方が明かされる。

監督・脚本

香港出身の監督/脚本家。婦人靴のデザイナーを経て脚本
家に転身し、チャウ・シンチー監督作『人魚姫』（2016）で香港電影

金像奨・脚本賞ノミネート。15年の脚本家キャリアを経て本作で監督
デビューを果たし、香港電影金像奨と台湾金馬奨の新人監督賞にWノミ
ネート。脚本と主題歌《筆友》の作詞も手がけ、香港電影金像奨・脚本賞
及び歌曲賞にもノミネートされている。D
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映画『ラブ・ライズ』（原題：我談的那場戀愛／英題：Love Lies）｠
｠
監督・脚本：ホー・ミウケイ（何妙祺）｠
プロデューサー・脚本：チャン・ヒンガー（陳慶嘉）
プロデューサー：ジャネット・チョン（秦小珍）｠
｠
出演：サンドラ・ン（吳君如）、MCチョン・ティンフー（張天賦）、ステフィー・タン（鄧麗欣）、チャン・ファイホン（陳輝虹）、
エモーション・チョン（張錦程）、ロナルド・チェン（鄭中基）、ジョー・コク（谷祖琳）、ラム・イウセン（林耀聲）｠
｠

2026年9月4日（金）ヒューマントラストシ
ネマ
有楽
町ほ
か全国順

次公開｠
配給・宣伝：サロンジャパン｠

札幌市映像制作補助金活用作品／札幌フィル
ムコミッション支援作品｠

2024年｜香港｜広東語・英語・フランス語・日本語
｜114分｜カラー｜シネマスコープ｜5.1ch｜映倫区分G｠

YESNO

VERONICA
by Sandra Ng

YESNO

JOE
by M. C. Tin Fu

ベロニカ 役   サンドラ・ン（吳君如）

1965年8月2日生まれ、香港出身。香港映画史上出
演作累積興行収入1位（女優）を誇る名コメディエンヌ。
出演作に『チャウ・シンチーのロイヤル・トランプ』
（1992）、『ゼロからのヒーロー』（2021）など。本作で
台湾金馬奨・主演女優賞ノミネート。

1996年12月1日生まれ、香港出身。歌手/俳優。オーディション番組で準
優勝後、2021年にソロデビュー。"MC"の愛称で親しまれる、香港で最も
勢いのあるアーティストの一人。歌唱を担当した本作主題歌《筆友》は
香港電影金像奨・歌曲賞ノミネート。

富裕層向け不妊治療クリニックを経営する52
歳の産婦人科医。4年前に夫と死別した孤独を
埋めるように、マッチングアプリで出会った"フ
ランス人石油エンジニア・アラン"とのやり取り
にのめり込んでいく。 

定職も目標もない26歳の青年。「必要に迫られると
ウソをついてしまう」特技を買われ、ロマンス詐欺団の

打ち子に。"アラン"を演じてベロニカと接触するうち、罪
悪感に揺れ始める。 

ジョー 役   MCチョン・ティンフー（張天賦）

https://www.screensapporo.jp/

一般財団法人さっぽろ産業振興財団　 クリエイティブ産業振興課
〒003-0005　札幌市白石区東札幌5条1丁目1-1 札幌市産業振興センター｠
TEL    ：011-817-5711    E-mail     ：info@screensapporo.jp
発行：札幌フィルムコミッション　 発行年月：2026年8月｠  ※本紙の無断転載・使用・転売を禁じます

　本作は、札幌市映像制作補助金を活用し、札幌フィルムコミッション（札幌FC）が誘致及び
撮影支援を行った作品です。当初は東京での撮影が検討されていましたが、札幌FCが市内
ロケ地や事業者等の紹介、補助金の活用提案等による総合的な誘致を行った結果、札幌で
の撮影が実現しました。ホー・ミウケイ監督は、ロケ地が東京から札幌へと変わり、札幌のゆ
ったりとした時間の流れが作品に見事に調和したことを「神様のギフト」と表現しています。
　海外作品の撮影では東京の制作会社が窓口となることも少なくありませんが、本作では
市内事業者が撮影コーディネートを担い、機材、車両、宿泊、飲食など多くの市内事業者が制
作に携わりました。さらに約50名の市民の皆さまがエキストラとして参加し、札幌全体で制
作を支える体制が実現。大通公園や創成川公園、狸小路商店街、札幌市電など、札幌ならで
はの風景が物語の重要な舞台として印象的に映し出されています。
　札幌FCは、（一財）さっぽろ産業振興財団クリエイティブ産業振興課の事業として、「地元
映像産業の育成」「映像制作による地元経済の活性化」「映像を通じた郷土文化の発信」を目
的に、国内外のロケ誘致・撮影支援を行っています。スクリーンに映る札幌の風景と空気感、
それらが物語にもたらす効果にもぜひご注目いただき、ロケ地を巡りながら『ラブ・ライズ』
の世界と「映像のまちさっぽろ」の魅力を感じていただければ幸いです。

『ラブ・ライズ』と札幌フィルムコミッション『ラブ・ライズ』と札幌フィルムコミッション

札幌ロケ地 MAP

札幌フィルムコミッション
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